
授業科目名
　<英訳>

東洋史学(特殊講義)
Oriental History (Special Lectures) 担当者氏名 教授 国際高等教育院 岩井　茂樹

 

配当学年  全回生 単位数  4 開講期   通年 曜時限  水1 授業形態  特殊講義

題目  中国近世文書／档案学導論

 [授業の概要・目的]
近世の中国においては，官の側からと社会の側からとの相互作用によって秩序と制度が形成された。
こうした過程を示す一次資料として文書および档案は重要である。この講義では，文書／档案につ
いての基本的な知識を獲得すると同時に，その読み方についても手ほどきをおこなう。古文書学演
習にとどまらず，文書や档案の資料的検討から課題を発見し，それを解決する研究の手法を理解し
てもらうことを目指す。

 [授業計画と内容]
1. 保存公文書（案巻）と条格・元典章 
2. 奏議・公牘の読み方 
3. 案卷・档案・文書 
4. 外交において形成された文書 
5. 明代黄册關係文書 
6. 内閣档案の流出と档案研究の隆盛 
7. 戸部档案の行方 
8. 清朝と「傳國の璽」 
9.清代の地方档案 
10. 徽州の公文書から

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・基準]
レポートによる

 [教科書]
なし。資料を配付する。

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

  （関連ＵＲＬ）
http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/zinbun/membersers/private/iwai_list.htm(岩井の研究業績一覧です)

（その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等））
特になし

※オフィスアワー実施の有無は、KULASISで確認してください。


